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成功の循環
モデル

マサチューセッツ⼯科⼤学のダニエル･キム教授は、組織
に成功をもたらす「成功の循環モデル」を提唱しています。
組織の循環モデルには、グッドサイクルとバッドサイクル
があると⾔います。

関係性の質

思考の質

⾏動の質

結果の質
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バッドサイクル（Bad Cycle）

成果に繋がらない

⾃発的、積極的に⾏動しない

⾯⽩くない、受け⾝で聞くだけ

対⽴、押し付け、命令する
多くの組織では、結果（業績）だけを求め、
「結果の質」を向上させようとすることから始
めようとしてしまいがちです。

しかし、なかなか成果が上がらず「結果の質」
が低下すると、対⽴や押し付け、命令が横⾏す
るようになり、「関係の質」が低下します。

ときには⼀時的に成果が上がることもあります
が、それはメンバーが追い詰められた状態で出
した成果にすぎませんので、持続せず、結局同
じサイクルに⼊ってしまいます。
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バッドサイクル（Bad Cycle）

成果に繋がらない

⾃発的、積極的に⾏動しない

⾯⽩くない、受け⾝で聞くだけ

対⽴、押し付け、命令する
「関係の質」が悪化すると、メンバーは考える
ことをやめ、受け⾝になってしまい、仕事がつ
まらないと感じ、「思考の質」が低下します。

受け⾝なので、⾃発的・積極的に⾏動しなくな
り、「⾏動の質」が低下して成果が上がらなく
なります。

つまり「結果の質」がさらに低下することにな
ります。停滞して成果の上がらない組織は、こ
のようなバッドサイクルに陥っていることがよ
くあります。
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グッドサイクル（Good Cycle）

成果が得られる

⾃分で考え、⾃発的に⾏動する

気付きがある、⾯⽩い

お互いに尊重し、⼀緒に考える グッドサイクルは、「関係の質」を⾼めるとこ
ろから始めます。

「関係の質」を⾼めるとは、相互理解を深め、
お互いを尊重し、⼀緒に考えることです。

ここから始めると、メンバーは⾃分で気づき、
⾯⽩いと感じるようになり、より建設的な議論
が⾏われるようになり「思考の質」が向上しま
す。
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グッドサイクル（Good Cycle）

チームや組織のパフォーマンスが上がり、
売上や成績も上がる
成果が得られる

結果として新たな挑戦や助け合う⾏動が⽣まれる
⾃分で考え、⾃発的に⾏動する

対話を通して本質的な議論が⾏われ、
より深いレベルでの対話が⾏われる

気付きがある、⾯⽩い

チームの関係性が良く、⾵通しが良い
お互いに尊重し、⼀緒に考える

そして、⾯⽩いと感じるので、⾃分で考え、⾃発
的に⾏動するようになり、「⾏動の質」が向上し
ます。その結果として「結果の質」が向上し、成
果が得られ、信頼関係が⾼まり、「関係の質」が
さらに向上します。

「関係の質」の⼤切さを理解せずに、「結果の
質」だけを求めていると、部下との信頼関係を築
けず、どんなに努⼒しても組織として結果を出せ
ないという状況になります。
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